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１．趣旨 

 

 優れた景観づくりに向けて積極的に取り組んでいくため、平成 9 年度に「吹田市都市景

観要綱」を施行しました。その後市民や事業者の景観に対する意識は一層の高まりを見せ

ています。 

 さらに、市内各地に残る地域の景観資源は地域

づくりに活用され、旧街道や歴史的地区が点在し、

地域の生い立ちを伝える景観資源の保全・育成や、

大学などと連携したまちづくりが進められるなど、

これまでの「つくる」という視点から、維持・継

承してきた良好な景観を「まもり」・「つくり」・「は

ぐくむ」といった景観の質の維持・向上へと意識

は変化しています。 

 地域に暮らす人々が、自分たちのまち、そして

景観のあり様について気づき、行政とともに地域

のまちづくりに取り組み、その積み重ねの成果と

しての景観が、そして地域が良くなっていく「景

観まちづくり」を進めていかなければなりません。 

 平成 16 年（2004 年）に制定された、景観に関する総合的な法律である「景観法」に

基づき、平成 21 年（2009 年）4 月から「吹田市景観まちづくり条例」、景観法に基づく

景観計画として「吹田市景観まちづくり計画を推進するための景観形成基準」及び令和 2

年（2020 年）4 月から「屋外広告物法」に基づく「吹田市屋外広告物条例」を施行し、

運用を行っています。 

誇りや愛着の持てる吹田らしい景観、快適な暮らしの環境の創造に資する美しい景観を

「まもり、つくり、はぐくみ」、次代へ確実につなぐため、市民、事業者、専門家等及び市

の相互の連携・協働により景観まちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

２．届出の対象となる行為 

区分 規模 行為 

建
築
物 

近隣商業地域、商業地域、 
準工業地域又は工業地域 

高さが 15mを超え、又は 
建築面積が600㎡を超えるもの 

新築、増築、改
築、移転、大規
模の模様替又は
外観の過半にわ
たる色彩の変更 

上記以外の地域 
高さが 10mを超え、かつ 
建築面積が300㎡を超えるもの 

工
作
物 

建
築
基
準
法
施
行
令

138
条
に
定
め
る
工
作
物 
 

煙突 高さが 6mを超えるもの 

新設、増設、改

造、移設又は外

観の過半にわた

る色彩の変更 

鉄筋コンクリート造の柱、
鉄柱、木柱 

高さが 15mを超えるもの 

広告塔、広告板、装飾塔、
記念塔 

高さが 4mを超えるもの 

高架水槽、サイロ、物見塔 高さが 8mを超えるもの 

擁壁  高さが 2mを超えるもの 

乗用エレベーター又はエスカレーターで観光のためのもの 

ウォーターシュート、コースター等高架の遊戯施設 

メリーゴーラウンド、観覧車等の回転運動をする遊戯施設で
原動機を使用するもの 

製造施設、貯蔵施設、 
遊戯施設等 

建築基準法施行令第138条第3
項に該当するもの 

高架道路、高架鉄道、横断歩道橋 

橋りょう 
幅員が 4m以上、かつ延長が
10m を超えるもの 

機械式立体駐車場 高さが 8mを超えるもの 

土
地 

500 ㎡以上のもの 
都市計画法第 4
条第 12項に規
定する開発行為 

屋
外
広
告
物 

高さが 4mを超えるもの 

表示又は 
その内容の変更 

総表示面積が 30㎡を超えるもの 

上記の建築物或いは工作物の壁面の 1/3を超えるもの 

※１ ごみ庫やカーポートなどの別棟の付属建築物も合わせて届出の対象となります。また、 

モデルルームなど、仮設の建築物も対象になります。 

※２ 該当するかどうかご不明な場合には開発審査室（建築審査担当）にて「建築確認申請 

が必要な工作物」であるのかどうかをお確かめください。 

※３ 建築確認申請が不要な「盛土規制法の許可」や「開発許可」を受けて築造する擁壁に 

ついても、見え高さが2ｍを超える場合は届出の対象となりますので、ご注意ください。 

※４ 吹田市屋外広告物条例第12条第1項の許可を要する屋外広告物については、適用しません。 

【重点地区の場合】 
■ 建築物については、建築基準法第6条第1項若しくは第6条の2第1項の規定による確認の申請 

又は同法第18条第2項の規定による計画の通知を要する建築物が届出の対象となります。 

■ 工作物及び開発行為については、上記表と同じ。 

■ 屋外広告物については、吹田市屋外広告物条例の許可を要する屋外広告物以外が届出の

対象となります。 

(※１) 

(※２) 

(※３) 

(※４) 



3 

３．届出手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○代理申請される場合は、必ず委任状を添付してください。 

 

問合せ・事前相談 

届出対象行為に係る事前協議申出書の提出（様式第10号） 

景観アドバイザー会議 

事前協議に関する助言･指導 

助言･指導に対する最終回答の受理 

事前協議完了通知書の交付 

届出対象行為（変更）届の提出（様式第7号（第8号）） 

確認申請等の法手続き 

確認申請前の経由裏書 

 
行為の着手 

  

確認検査 

基準適合通知書の交付 

届出対象行為完了届の提出（様式第12号） 

具体的な計画を立てる前に、「吹田市景観まち

づくり計画」、「吹田市景観まちづくり計画を

推進するための景観形成基準」、「吹田市景観

デザインマニュアル」、各種ガイドライン等を

確認してください。 

届出をしないもの、虚偽の届出をしたもの、景

観形成基準に適合しないと認められたものな

どについては、吹田市景観まちづくり条例に基

づく勧告・公表、景観法に基づく勧告・変更命

令・罰則を適用する場合があります。 

市長が景観アドバイザー 

会議不要と判断したもの 

・事前協議を行い、事前協議が完了した場合は 

届出対象行為（変更）届の提出時に行為の着 

手制限30日間が解除されます。 

 

・2部 提出してください。 

・「外観及びその周辺の状況を示す写真」と 

 「写真を撮影した位置を表示する図面」を 

添付し、1部 提出してください。 

・行為の着手前に必ず事前協議が必要です。 

・行為概要書、チェックシート及び必要図面 

 を添付し、2部 提出してください。 

・別途、設計説明書（A４サイズ１枚程度）、 

A3サイズの図面及び現地写真（A４サイズ） 

を会議の5日前までに 6部 提出してくだ 

さい。 

・会議の日程は、担当までお問合せください。 

協議内容に伴い計画変更をした場合、変更後の 

図面を提出してください。 

・外観に影響しない図面の変更、設計・施工者

の名称や住所の変更、面積や高さの数値に変

更が生じた場合は、記載事項変更届（様式第

9号）を、2部 提出してください。 

 

●外観に影響する図面に変更が生じる場合は、 

事前協議申出書（変更）を2部 提出してく 

ださい。再度、協議を行います。 
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４．事前協議申出書に必要な図書 

（景観法施行規則第 1 条第３項を適用し、図書の省略が可能な場合もありますのでご相談ください。） 

※「吹田市景観まちづくり計画を推進するための景観誘導基準」の共通事項及び該当する

行為のチェックシートを添付してください。なお、作成にあたっては、吹田市景観まち

づくり計画や景観デザインマニュアルを参照してください。 

※代理申請される場合は、必ず委任状を添付してください。 

 

（１）建築物 

対象行為 
図 書 

種類 縮尺 明示すべき事項 

新築、増築、

改築、移転、

大規模の模様

替 

付近見取図 2,500分の1以上 縮尺、方位、行為地 

現況図 200分の1以上 縮尺、方位、行為地 

配置図 200分の1以上 縮尺、方位、敷地境界線、予定建築物

等の位置及び用途、敷地に接する道路

の位置及び幅員、主要地盤高さ、敷地

内の外部構成（垣、さく、塀、擁壁、

ごみ置場、植栽、敷地内通路等の高さ、

長さ、材料及び色彩） 

注）別図面（外構平面図等）で記載す

ることができる。 

各階平面図 200分の1以上 縮尺、方位、各階の平面図（屋上階を

含む） 

各面の立面図 

（４面以上） 

200分の1以上 縮尺、仕上げ方法、仕上げ材料、色彩

（着色し、マンセル値記入のこと） 

断面図 

（２面以上） 

200分の1以上 縮尺、建築物の全体高さ、敷地、敷地

縦横断図 

植栽計画図 200分の1以上 縮尺、方位、予定建築物等の位置、植

栽の位置、高・中・低木の別、樹種名 

完成予想図 

（パース） 

 予定建築物及びその周辺状況を含む

着色したもの 

現況写真  行為地及び周辺の状況（道路等を含

む） 

写真撮影位置図  撮影位置、撮影方向 

その他参考資料  大規模な敷地で建築物等の計画をさ

れる場合、景観シミュレーション等

（既存のまちなみにイメージパース

を組み入れたもの）色彩や周辺との調

和に関する検討が可能な資料等を提

出していただくことがあります。 
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対象行為 
図 書 

種類 縮尺 明示すべき事項 

建築物の外観

の過半にわた

る色彩の変更 

付近見取図 2,500分の1以上 縮尺、方位、行為地 

配置図 200分の1以上 縮尺、方位、敷地境界線、建築物等の

位置、高さ、長さ、材料、色彩及び用

途、敷地に接する道路の位置及び幅

員、主要地盤高さ 

現況立面図 200分の1以上 縮尺、仕上げ方法、仕上げ材料、色彩

（着色し、マンセル値記入のこと） 

変更する面の立

面図 

200分の1以上 縮尺、仕上げ方法、仕上げ材料、色彩

（着色し、マンセル値記入のこと） 

現況写真  行為地及び周辺の状況（道路等を含

む） 

写真撮影位置図  撮影位置、撮影方向 

 

（２）工作物 

対象行為 
図 書 

種類 縮尺 明示すべき事項 

新設、増設、

改造、移設又

は外観の過半

にわたる色彩

の変更 

付近見取図 2,500分の1以上 縮尺、方位、行為地 

現況図 200分の1以上 縮尺、方位、行為地 

配置図 200分の1以上 縮尺、方位、敷地境界線、予定工作物

等の位置及び用途、敷地に接する道路

の位置及び幅員、主要地盤高さ 

平面図 200分の1以上 縮尺、方位、寸法 

各面の立面図 200分の1以上 縮尺、仕上げ方法、仕上げ材料、色彩

（着色し、マンセル値記入のこと） 

断面図 

（２面以上） 

200分の1以上 縮尺、工作物の全体高さ、敷地、敷地

縦横断図 

植栽計画図 200分の1以上 縮尺、方位、予定工作物等の位置、植

栽の位置、高・中・低木の別、樹種名 

完成予想図  工作物及びその周辺状況を含む着色

したもの 

現況写真  行為地及び周辺の状況（道路等を含

む） 

写真撮影位置図  撮影位置、撮影方向 
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（３）土地 

対象行為 
図 書 

種類 縮尺 明示すべき事項 

開発行為 付近見取図 2,500分の1以上 縮尺、方位、行為地 

現況図 200分の1以上 縮尺、方位、行為地 

土地利用計画図 200分の1以上     縮尺、方位、敷地境界線、予定建築物

等の位置及び用途、擁壁の位置、敷地

に接する道路の位置及び幅員、主要地

盤高さ 

注）配置図等に替えることができる。 

造成計画平面図 200分の1以上 縮尺、方位、切土（黄色に着色）及び

盛土（赤色に着色）の範囲、主要地盤

高さ 

造成計画断面図 200分の1以上 

 

縮尺、切土（黄色に着色）及び盛土（赤

色に着色）の範囲、主要地盤高さ 

完成予想図 200分の1以上 予定建築物等が決定している場合、ま

ちなみイメージ図（周辺地域との連続

性、道路沿道のイメージ等を示したも

の） 

植栽計画図 200分の1以上 縮尺、方位、予定建築物等の位置、植

栽の位置、高・中・低木の別、樹種名 

現況写真  行為地及び周辺の状況（道路等を含

む） 

写真撮影位置図  撮影位置、撮影方向 

その他参考資料  予定建築物等が決定している場合、そ

の関係図面（各階の平面図、各面の着

色した立面図等）を提出してくださ

い。また、予定建築物等が未定の場合、

参考となる資料（戸建開発であれば、

チラシやパンフレット等）を提出して

いただくことがあります。 

 



7 

（４）屋外広告物 

対象行為 
図 書 

種類 縮尺 明示すべき事項 

表示又はその

内容の変更 

付近見取図 2,500分の1以上 縮尺、方位、行為地 

配置図 200分の1以上 縮尺、方位、敷地境界線、屋外広告物

の位置、敷地に接する道路の位置及び

幅員、主要地盤高さ 

各面の立面図 200分の1以上 縮尺、仕上げ材料、色彩（着色し、マ

ンセル値記入のこと） 

注）建築物に設置する場合は、その立

面も含む。 

完成予想図  周辺状況を含む着色した完成予想図

又はこれに類するもの 

現況写真  行為地及び周辺の状況（道路等を含

む） 

写真撮影位置図  撮影位置、撮影方向 

その他参考資料  照明付の場合は、内照、外照の別及び

外照の場合は照明器具の位置と種類

を立面図等に表示してください。 

屋外広告物の高さや大きさの設定理

由とシミュレーション図等を提出し

ていただくことがあります。 

 

※変更が生じる場合 

 届出対象行為届出書を提出後に変更が生じる場合、変更の手続きが必要にな

ります。 

 

● 外観に影響する図面に変更がある場合 

 → 「届出対象行為届に係る事前協議申出書（様式第 10 号）」を提出し、

協議が完了した後、「届出対象行為変更届（様式第８号）」を提出して

ください。(※景観アドバイザー会議が再度必要となる場合があります) 

 

● 外観に影響しない図面の変更、設計者・施工者等の名称・住所等の変更、

数値に誤りがあった場合 

 → 「記載事項変更届（様式第９号）」を提出してください。 

 

○ 変更が生じる場合、まずは都市計画室景観担当にご相談ください。 
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北立面図 南立面図 西立面図 東立面図

60㎡ 60㎡30㎡ 60㎡

40㎡ 40㎡70㎡ 40㎡

５．届出対象行為の考え方 

建築面積について （増築をする場合） 

 いずれも以下の場合対象 

近隣商業地域、商業地域、準工業地域、 

工業地域 → 

その他の地域 → 

 

  高さについて （増築をする場合） 

 

 

 

 

A、B、C いずれも以下の場合対象 

  近隣商業地域、商業地域、準工業地域又は工業地域 →  H＞15m 

  その他の地域 （建築面積の合計が 300 ㎡以下のものを除く） →  H＞10m 

 

  外観の過半にわたる色彩の変更について 

 

 

色彩の変更部分の合計が、既存部分

の合計を超えるもの 

（この場合対象） 

 

 

 

 

  屋外広告物について 

 

 

 

A、B、C、D いずれの場合も

届出対象 

 

 

 

 切文字の場合                

 

 

  a×ｂの面積を屋外広告物とみなします   この場合、文字だけでなくラインも面積

にカウントします 

南
60 ㎡

西
60 ㎡

東
60 ㎡

＋北
30㎡

＋ ＋ ）＞（ 南
40 ㎡

西
40 ㎡

東
40 ㎡

＋北
70㎡

＋ ＋ ）（

：変更部分

：既存部分

：変更部分

：既存部分

：既存部分

：新規部分

：既存部分

：新規部分

敷地敷地敷地敷地

：既存部分

：増築部分

：既存部分

：増築部分

高さ
（H）

A B C

高さ
（H）

A B C

：既存部分

：増築部分

：既存部分

：増築部分

S I A
U T

a

b

S I A
U T

a

b

＞600㎡＋ ＞600㎡＋

＞300㎡＋ ＞300㎡＋
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  敷地が複数の用途地域にまたがる場合 

いずれも、以下のどちらかに該当すれば

対象 

  ＞300 ㎡かつ高さ 10m を超えるもの 

  ＞600㎡又は高さが15mを超えるもの 

 

 

６．書類記入上の注意 

○届出対象行為に係る事前協議申出書について 

例１） 第一種住居地域で、建築面積 600㎡、高さ 21m の店舗付共同住宅 

     開発行為に該当、高さ 4m を超える屋外広告物も設置 

 

 

 

 

 

 

 

○別紙について 

 別紙も該当する部分を全て記入して添付してください。 

 添付書類は、それぞれ該当する図面を全て添付してください。 

例２）増築の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例 3）屋外広告物が２つ以上ある場合 

 

 

 

 

 

該当する行為の種類全

てに、チェックを入れ

てください 

屋外広告物については、設置される

もの全てを記入してください 

色彩については、地色や文字の色が

わかるように記入してください 

第二種住居地域

敷地

近隣商業地域

第二種住居地域

敷地

近隣商業地域

敷地

第二種住居地域

近隣商業地域

敷地

第二種住居地域

近隣商業地域

増築の場合は、「届出以外の部

分」に既存建築物の概要を記入

してください 
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７．添付図書の注意点 

（１）立面図 

   仕様や色彩が複数ある場合は、それぞれ図面に記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現況写真 

   添付する現況写真は、設計する際に、自ら計画地の周辺を歩いて地域の特性を把握

し、完成後のまちなみをイメージしながら撮影をしてください。また、アドバイザー

会議の際にはA4 サイズで、写真撮影位置図とともに提出してください。 

 

（例）届出行為が建築物の新築で、予定建築物が共同住宅の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：計画地

：写真撮影位置

：計画地

：写真撮影位置

 吹付タイル（10YR8/2） 

45二丁掛け磁器質タイル（7.5YR6.5/2） 

どの部分を表示し 

ているか明確に示 

してください 

表示している部分の

素材と色彩（マンセ

ル値）を記入してく

ださい 

北立面図 

 

A 

B 

広い道路か

ら見えるか 

隣地側に塀や生垣、

植栽があるか 

離れた場所から計

画建物が見えるか 

近隣にはどんな

建物が建ってい

るか 

またどんな色彩

の建物が多いか 

接道には歩道や電

柱はあるか 

幅員はどのくらい

か 
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８．設計を行う際に注意する点 

  吹田市では、地域らしさと潤いある景観を形成し、快適な暮らしの環境の創造に資する

とともに、市民、事業者、専門家等及び行政の相互の協働による取組により、次代につな

ぐ良好な景観を「まもり、つくり、はぐくむ」ための基本的な方向性を示すものとして『吹

田市景観まちづくり計画』を策定しました。 

 また、この考えに基づいて、設計する際に配慮していただくポイントを、『吹田市景観デ

ザインマニュアル』に示しました。 

 建築物等を計画する際に、敷地内の建築物や外構の設計のみに意識を傾けがちになるの

で、まず、設計者は、設計をする前に、地域の特性や方向性を知るために『吹田市景観ま

ちづくり計画』を確認してください。また、実際に計画地の周辺を歩いて地域の特性を把

握してください。 

 

  吹田市景観まちづくり計画 

 平成 19 年（2007 年）に策定した、地域らしさと潤いのある景観を形成し、快適な暮

らしの環境の創造に資するとともに、次代につなぐ良好な景観を「まもり、つくり、はぐ

くむ」ための基本的な方向性を示すものです。 

本市の景観まちづくりのより一層の推進を図るため、令和 4 年（2022 年）に改定し、

景観まちづくりの目標や方針及び推進方策を定めています。 

 

  吹田市景観まちづくり計画を推進するための景観形成基準 

 吹田市景観まちづくり計画に示す将来像である「地域らしさと潤いにあふれ、次代に誇

れる美しいまち」の実現をめざし、景観法の規定による必要な事項について定めたもので

す。 

 

  吹田市景観デザインマニュアル 

 景観まちづくりの具体的な手法や手だてなどを解説しています。 

 

  その他のガイドライン等 

景観形成に及ぼす影響が大きい地域には、地域ごとのガイドラインがあります。 

屋外広告物についても、景観への配慮事項をまとめた『吹田市屋外広告物ガイドライン』

や、許可基準や手続き方法などを記載した『屋外広告物のしおり』があります。 

 

 

 ○具体的な計画を立てる前に都市計画室景観担当までご相談ください。 
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９．設計を行う際に配慮する点 

（１）建築計画等について 

・ 道路などの公共空間に面する部分（景観の対象領域）は、歩

行者がゆとりを持って歩けるようオープンスペースを確保

し、緑化するなどの潤いのある空間を計画してください。 

 

・ 建築物のエントランスや低層部分は、歩行者の安全性や視線

に配慮し、ファサードのデザインを工夫したり、植栽を効果

的に配置するなどで人々に憩いや親しみを与え、まちに魅力

をつくりだしてください。 

 

・ まちなみの連続性に配慮し、圧迫感や違和感を与えない、周

辺から著しく突出しない規模・形態とするなど、周辺建物の

ボリュームや地域の特性に配慮してください。 

 

・ 壁面は、周辺の景観と調和した構成とし、圧迫感を与えない

よう位置を後退させる、形態・意匠を工夫するなど配慮して

ください。 

 

 

・ 屋上またはバルコニー、壁面に設置する設備機器は、床置き、

ルーバーで囲う、地下に収納するなど、まちなみに配慮し、

目立たないようにしてください。 

 

 

・ 屋根の形態・意匠は、周辺の景観との連続性に配慮してくだ

さい。 

 

・ 地形的、歴史的特性のある場所では、その土地の特性を活か

して計画してください。 

 

・ 三叉路の突き当たりのような目立つ場所では、道の正面のア

イストップとなるので、景観に配慮した計画を考えてくださ

い。 

 

・ 敷際に設置する塀や擁壁は、建築物や周辺景観に調和したデザインとしてください。 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 
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（２）色彩計画について 

・ 建築物の外壁及び工作物の色彩は、以下の表の範囲内としてください。（アクセントカ

ラーは除きます。アクセントカラーの考え方は景観形成基準を参照してください。） 

 ［色彩の景観誘導基準は、マンセル表色系によるマンセル値で示します。この表示方法は日

本工業規格の Z8721(色の表示方法−三属性による表示)に採用されているものです。］ 

 

色相 明度 彩度 

R 

（赤） 

2.5 未満 ５.０以上８.５以下 ３.0 未満 

2.5～7.5 未満 
７.０以上８.５以下 ３.0 未満 

５.０以上７.０未満 ５.0 未満 

7.5 以上 

５.０以上８.５以下 ５.0 未満 ＹＲ（黄赤） 

Y 

（黄） 

7.5 未満 

7.5 以上 

５.０以上８.５以下 ３.0 未満 

ＧＹ（黄緑） 

Ｇ（緑） 

ＢＧ（青緑） 

Ｂ（青） 

ＰＢ（青紫） 

Ｐ（紫） 

ＲＰ（赤紫） 

Ｎ〔無彩色〕 ５.０以上８.５以下 − 

 

注１）着色していない自然素材（木、石、ガラス等）の色は除きます。 

  注２）市長が特に認めるものは除きます。 

 

・ 2 色以上使用する場合は、隣接する色の明度差を2 以内

となるよう計画してください。 

 

× 
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（３）外構計画について 

・ 角地やアイストップとなる位置にシンボルツリーを植える

など、樹木の配置や樹種の構成などに配慮してください。 

 

・ エントランスは、シンボルツリーを植栽するなど、魅力あ

る空間を創出してください。 

 

・ 建築物に附帯する駐輪場や機械式駐車場、ごみ置場などは、

緑化や位置の工夫などにより、目立たないようにしてくだ

さい。 

 

・ 道路際の塀やフェンスは、圧迫感を与えるので極力後退し

た位置に設置してください。 

 

・ 隣地境界沿いに設けるフェンスは、開放的な空間となるよ

う道路境界から控え、色は茶系などの低明度のものを用い

てください。 

 

・ 既存の樹木は、できるだけ残すあるいは移植するなど修景に活かしてください。 

・ 四季の移り変わりなどに配慮した緑化計画を立て、彩りのある景観づくりをしてくださ

い。 

・ 擁壁をつくる場合、下垂性の植栽を施す、足元を緑化する、化粧型枠を用いるなど圧迫

感を軽減する工夫をしてください。 

 

（４）その他 

・ 照明灯の色温度や配置・配光などで、その場所に適した夜間景観を演出してください。 

・ 電飾や奇抜な色彩の使用を控え、大きさや設置方法を工夫し、広告物の集合化を図るな

ど、周囲に調和する広告物の掲出に努めてください。 

・ 一つの事業区域内で、共同住宅と店舗など、複数の用途を計

画する場合、景観面について、事業区域全体で検討し、敷地

内歩道の舗装を統一させる、植栽をつなげるなど調和をもた

せてください。また、建築計画についてシミュレーションを

行い、全体の景観についても検討してください。 

 

【お問合せ窓口】 吹田市 都市計画部 都市計画室 景観担当（吹田市役所 低層棟） 

〒564-8550 吹田市泉町 1 丁目 3 番 40 号 

電話  06-6384-1968（直通）  06-6384-1231（代表） 

メール tokei-keikan@city.suita.osaka.jp 

× 

○ 

○ 

○ 

この冊子は 500 部作成し、一部あたりの単価は●●●円です。 


